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感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
助
成
に

つ
い
て
は
、
当
市
は
国
が
定
め
た
地

震
時
等
に
著
し
く
危
険
な
密
集
市
街

地
に
は
該
当
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

現
在
の
と
こ
ろ
は
考
え
て
い
な
い
が
、

大
地
震
に
お
い
て

電
気
火
災
を
防
ぐ

の
に
効
果
的
で
あ

る
の
で
、
設
置
に

つ
い
て
は
啓
発
し

て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　  

（
市
民
生
活
部
長
）

況
を
伺
う
。

　
ま
た
、
市
内
各
家
庭
、
店
舗
へ
の

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
助
成
を
提

案
す
る
が
所
見
を
伺
う
。

各
家
庭
の
火
災
警
報
器
の
設

置
状
況
に
つ
い
て
は
、
平
成

27
年
3
月
に
行
な
っ
た
訪
問
調
査
で

は
、
77
・
0
％
で
あ
り
、
設
置
が
必

要
な
店
舗
や
工
場
等
の
防
火
対
象
物

へ
の
設
置
状
況
に
つ
い
て
は
、
平
成

26
年
4
月
1
日
現
在
で
98
・
1
％
で

あ
る
。

信
ぴ
ょ
う
性
が
高
い
と
さ
れ

て
い
る
首
都
直
下
型
地
震
で

の
死
者
は
約
2
万
3
千
人
、
約
1
2

2
0
万
件
が
停
電
す
る
と
さ
れ
、
復

旧
後
に
ス
イ
ッ
チ
が
入
っ
た
ま
ま
の

電
気
器
具
か
ら
出
火
す
る
「
通
電
火

災
」
を
抑
え
る
た
め
「
感
震
ブ
レ
ー

カ
ー
」
を
政
府
は
注
目
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
市
内
各
家
庭
、
店
舗
へ

の
煙
感
知
器
、
熱
感
知
器
の
設
置
状

市
民
に
安
心
安
全
な
暮
ら
し
をQ

A

画
が
な
く
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
国
で
行
う
交

通
量
調
査
の
結
果
を
ふ
ま
え
、
必
要

に
応
じ
国
を
通
じ
て
県
警
へ
要
望
し

て
ま
い
り
た
い
。

　
　
　
　
　
　  

（
建
設
経
済
部
長
）

の
か
伺
う
。

三
田
交
差
点
に
つ
い
て
は
平

成
25
年
10
月
の
北
首
都
国
道

事
務
所
に
よ
る
住
民
説
明
会
に
て
、

定
周
期
信
号
機
を
新
設
し
交
差
点
と

し
て
存
続
す
る
計
画
で
あ
る
と
、
住

民
の
皆
様
へ
説
明
を
お
こ
な
っ
た
。

し
か
し
そ
の
後
、
信
号
設
置
間
隔
の

基
準
が
1
3
0
ｍ
か
ら
1
5
0
ｍ
に

改
定
さ
れ
、
信
号
設
置
が
不
可
能
で

あ
る
と
、
埼
玉
県
警
察
本
部
よ
り
交

通
協
議
の
回
答
を
受
け
、
交
差
点
計

国
道
4
号
線
バ
イ
パ
ス
の
4

車
線
化
に
伴
い
、
地
元
住
民

に
対
す
る
説
明
会
が
行
わ
れ
た
。
そ

の
中
で
、
幸
手
市
惣
新
田
・
三
田
地

区
の
菱
沼
南
交
差
点
の
設
置
が
予
定

さ
れ
て
い
た
が
、
工
事
の
経
過
と
と

も
に
菱
沼
南
交
差
点
は
、
設
置
さ
れ

な
く
な
っ
た
。
ど
の
よ
う
な
経
緯
で

交
差
点
が
設
置
さ
れ
な
く
な
っ
た
の

か
。
ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う
に
な
る

国
道
４
号
線
バ
イ
パ
ス
の
三
田
交
差
点
設
置
要
望

Q

A

市政に対する市政に対する
一一 般般 質質 問問

　今定例会では、14人の議員が６月
２日、３日、４日に一般質問を行いまし
た。質問の中から、主なものの要旨を
質問者順に掲載します。

　一般質問とは、議案と関係なく市の行政
事務の状況や将来に対する方針などをただ
すもので、市側は、質問に対し基本的な考
え方や問題解決策について答弁します。

　

大 山 重 隆 議 員
◯　超高齢化社会への対策（基本方針として） 
◯　平成27年４月の介護保険大改正に伴う幸手市の方

針を伺う。

大 平 泰 二 議 員
◯　防災対策 
◯　社会資本整備総合交付金
◯　東西自由通路整備事業 
◯　橋上駅舎整備事業
◯　東西口自由通路、橋上駅舎関連事業
◯　駅西口土地区画整理
◯　住宅リホーム制度
◯　市民負担の軽減について 

木 村 治 夫 議 員
◯　道路網の整備について
◯　観光の振興について 
◯　農業基盤の整備について

武 藤 壽 男 議 員
◯　新教育委員会制度と総合教育会議について

藤 沼 　 貢 議 員
◯　調整区域の環境整備について 
◯　環境の整備について 
◯　仮設駅舎について 

本 田 謡 子 議 員
◯　幸手市廃棄物減量等推進員について
◯　元気で長生きの施策について 
◯　庁舎内の自販機について 
◯　幸手市営釣場神扇池について
◯　渡辺市長の市政運営に対する評価について 

小 林 順 一 議 員
◯　市内全小中学校の普通教室へエアコン設置について
◯　市民の安心安全な暮らしについて

小河原 浩 和 議 員
◯　国道４号線バイパスの三田交差点設置要望について
◯　幸手市の農業振興について　
◯　幸手市の税金徴収のあり方について

小 林 啓 子 議 員
◯　セカンドブックスタート事業について
◯　記念用つき婚姻届けについて

松 田 雅 代 議 員
◯　幸手駅西口整備事業について
◯　市の教育施策について
◯　「幸手創生」に向けた取り組みについて 

中 村 孝 子 議 員
◯　市役所本庁舎整備事業について

青 木 　 章 議 員
◯　さってアフタースクール事業について
◯　産業団地について 
◯　幸手駅舎について 
◯　公立保育所について 

巻 島 幸 男 議 員
◯　教員の職務量削減 
◯　子ども１１０番の家
◯　人口問題と少子高齢化
◯　通学路の安全確保
◯　幸手市を発信する際の訴求戦略

宮 杉 勝 男 議 員
◯　デマンド交通システムと循環バスの比較について
◯　治水対策の見直しについて

● それぞれの内容の詳細は会議録及び市議会ホームページ（インターネット映像配信システム）でご覧になれます。
● 会議録は図書館、各公民館の図書コーナー、または市議会ホームページで公開しています。
● ６月定例会の会議録は９月上旬頃公開予定です。

小林順一議員小河原浩和議員

6月定例会
傍　聴　者

の方が視聴されました。
4月 741件 5月 1 000件 6月 3248件

インターネットを利用した議会中継（ライブ及び録画）を行っております。

56人の方が傍聴されました。
議会インターネット中継のアクセス件数

5月臨時会
傍　聴　者 3人の方が傍聴されました。9月定例会のお知らせ

9月1日開会予定です。

詳しくはホームページをご覧ください。
http://www.city.satte.lg.jp
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こ
の
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ

て
は
、
総
合
振
興
計
画
実
施

計
画
で
の
採
択
や
予
算
化
な
ど
の
手

続
き
が
必
要
だ
が
、
事
業
は
平
成
28

年
度
か
ら
実
施
で
き
る
よ
う
、
調
整

を
進
め
て
い
く
。

　
ま
た
事
業
の
対
象
を
市
内
小
学
校

に
入
学
す
る
児
童
と
し
、
そ
の
年
齢

に
ふ
さ
わ
し
い
図
書
を
複
数
セ
レ
ク

ト
し
、
入
学
時
に
一
冊
選
ん
で
も
ら

い
、
贈
呈
し
た
い
。
具
体
的
な
贈
呈

方
法
等
は
今
後
検
討
し
て
い
く
。

（
教
育
次
長
）

本
年
4
月
よ
り
図
書
館
が
指

定
管
理
と
な
っ
た
。

　
昨
年
9
月
議
会
に
お
い
て
セ
カ
ン

ド
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
に
つ
い
て
一
般

質
問
を
し
た
。
答
弁
と
し
て
本
事
業

の
導
入
に
向
け
て
具
体
的
な
調
整
を

図
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
導
入
時
期
と
セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
の
事
業
内
容
を
伺
う
。

セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
の
導
入
は

Q

A

市
町
村
に
お
い
て
も
予
見
で
き
な
い

た
め
、
当
初
予
算
上
は
要
望
額
を
見

込
め
ざ
る
を
得
な
い
も
の
で
あ
る
。

今
年
度
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
事
業

を
進
め
る
上
で
、
特
に
必
要
な
も
の

は
9
月
の
補
正
予
算
で
対
応
し
、
第

1
期
エ
リ
ア
内
の
工
事
の
中
で
調
整

で
き
る
も
の
は
翌
年
度
に
繰
り
下
げ

て
対
応
し
、
改
め
て
国
費
要
望
を
行

い
財
源
の
確
保
に
努
め
た
い
。

　（
建
設
経
済
部
長
）

れ
ば
、
駅
舎
建
設
が
区
画
整
理
事
業

を
財
政
面
で
圧
迫
す
る
の
で
は
と
の

懸
念
が
高
ま
る
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
の

事
業
化
の
過
程
で
こ
の
事
態
は
予
見

で
き
な
か
っ
た
の
か
。
財
源
・
事
業

へ
の
影
響
を
伺
う
。

全
国
的
に
み
て
、
社
会
資
本

整
備
交
付
金
に
お
け
る
今
年

度
の
街
路
事
業
分
の
配
分
は
、
特
に

低
い
状
況
と
国
か
ら
の
説
明
を
受
け

て
い
る
。
市
町
村
が
要
望
す
る
交
付

額
は
、
国
か
ら
内
示
を
受
け
る
ま
で
、

幸
手
駅
西
口
整
備
は
、
今
後

5
年
間
は
区
画
整
理
・
自
由

通
路
・
駅
舎
建
設
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と

し
て
事
業
を
進
め
る
と
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
今
年
度
は
国
庫
支
出
金
が

予
定
を
下
回
る
減
額
交
付
と
な
る
こ

と
が
判
明
。
特
に
区
画
整
理
事
業
へ

の
配
分
率
は
33
・
9
％
と
な
り
、
こ

の
ま
ま
で
は
一
般
財
源
か
ら
の
持
ち

出
し
は
必
至
。
国
費
の
動
向
を
考
え

国
費
補
助
ま
さ
か
の
減
額  

事
業
推
進
へ
の
影
響
は

Q

A

分
野
の
専
門
的

な
意
見
を
聞
く

こ
と
の
で
き
る

適
任
者
の
人
選

を
行
っ
て
い
る
。

ま
ず
は
耐
震
と

の
こ
と
で
あ
る
が
、
最
近
で
は
豊
島

区
の
例
の
よ
う
に
、
庁
舎
建
設
に
は

様
々
な
手
法
も
あ
る
よ
う
で
あ
り
、

耐
震
改
修
か
建
替
え
の
ど
ち
ら
が
妥

当
で
あ
る
か
の
方
向
を
、
で
き
る
だ

け
早
期
に
見
極
め
、
更
に
検
討
を
進

め
て
い
き
た
い
。
　
　
　
　（
市
長
）

多
く
の
市
民
の
来
庁
も
あ
り
、
ま
ず

は
耐
震
工
事
を
、
そ
し
て
建
替
は
十

分
に
議
論
を
尽
く
し
て
と
思
う
。
市

長
は
庁
舎
の
耐
震
を
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
、
い
つ
ま
で
に
決
め
よ
う
と

し
て
い
る
の
か
伺
う
。

市
役
所
本
庁
舎
は
、
議
会
や

行
政
の
執
務
を
行
う
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
市
民
交
流
活

動
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
、
防
災
の
拠
点

施
設
に
も
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
現

在
、
実
施
の
手
法
に
つ
い
て
、
建
築

本
庁
舎
は
平
成
23
年
度
の
耐

震
診
断
に
よ
り
、
2
・
3
階

は
倒
壊
の
危
険
性
が
あ
る
と
さ
れ
、

25
年
度
に
改
修
工
事
を
す
る
計
画
で

あ
っ
た
。
25
年
度
に
突
然
建
替
と
な

り
、
26
年
度
に
は
ま
た
耐
震
・
建
替

の
調
査
検
討
と
計
画
が
変
わ
っ
た
。

26
年
3
月
議
会
で
は
、
検
討
会
議
で

26
年
度
末
に
は
方
向
性
を
決
め
た
い

と
。
し
か
し
い
ま
だ
に
何
も
な
い
。

市
役
所
本
庁
舎
の
耐
震
化
は
い
つ
で
き
る
の
か

Q

A

を
予
定
し
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
第

2
保
育
所
の
建
物

は
大
き
く
す
る
も

の
の
、
定
員
は
現

在
と
同
程
度
と
し

た
い
。
た
だ
し
、

低
年
齢
児
の
受
け

入
れ
に
つ
い
て
は

柔
軟
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
検
討

し
、
ま
た
、
一
時
保
育
に
つ
い
て
も

充
実
を
図
っ
て
い
く
。

  

（
健
康
福
祉
部
長
）

手
市
の
対
応
を
伺
う
。

　
ま
た
、
特
に
0
、
1
・
2
才
児
の

受
け
入
れ
人
数
を
多
く
す
る
と
と
も

に
、
一
時
保
育
の
充
実
を
お
願
い
し

た
い
が
、
対
応
を
あ
わ
せ
て
伺
う
。

第
2
保
育
所
は
建
設
か
ら
約

40
年
以
上
経
過
し
、
老
朽
化

が
進
ん
で
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
旧
栄
中
学
校
跡
地
に

平
成
29
年
中
に
移
転
す
る
こ
と
を
目

ざ
し
、
建
物
の
実
施
設
計
を
行
う
。

　
新
た
に
民
間
保
育
園
な
ど
の
整
備

幸
手
市
で
は
、
就
学
前
の
子

ど
も
の
保
護
者
に
対
し
て
保

育
所
の
ニ
ー
ズ
を
調
査
し
、
そ
の
結

果
、
今
後
幸
手
市
で
は
、
保
育
所
に

入
所
で
き
な
い「
待
機
児
童
」が
出
る

予
測
と
な
る
。

　
そ
こ
で
、
老
朽
化
し
た
第
2
保
育

所
を
別
の
場
所
に
建
て
替
え
、
保
育

所
を
大
き
く
し
て
定
員
を
増
や
す
対

応
を
し
た
方
が
良
い
と
思
う
が
、
幸

公
立
保
育
所
の
整
備

Q
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こ
の
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ

て
は
、
総
合
振
興
計
画
実
施

計
画
で
の
採
択
や
予
算
化
な
ど
の
手

続
き
が
必
要
だ
が
、
事
業
は
平
成
28

年
度
か
ら
実
施
で
き
る
よ
う
、
調
整

を
進
め
て
い
く
。

　
ま
た
事
業
の
対
象
を
市
内
小
学
校

に
入
学
す
る
児
童
と
し
、
そ
の
年
齢

に
ふ
さ
わ
し
い
図
書
を
複
数
セ
レ
ク

ト
し
、
入
学
時
に
一
冊
選
ん
で
も
ら

い
、
贈
呈
し
た
い
。
具
体
的
な
贈
呈

方
法
等
は
今
後
検
討
し
て
い
く
。

（
教
育
次
長
）

本
年
4
月
よ
り
図
書
館
が
指

定
管
理
と
な
っ
た
。

　
昨
年
9
月
議
会
に
お
い
て
セ
カ
ン

ド
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
に
つ
い
て
一
般

質
問
を
し
た
。
答
弁
と
し
て
本
事
業

の
導
入
に
向
け
て
具
体
的
な
調
整
を

図
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
導
入
時
期
と
セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
の
事
業
内
容
を
伺
う
。

セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
の
導
入
は

Q

A

市
町
村
に
お
い
て
も
予
見
で
き
な
い

た
め
、
当
初
予
算
上
は
要
望
額
を
見

込
め
ざ
る
を
得
な
い
も
の
で
あ
る
。

今
年
度
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
事
業

を
進
め
る
上
で
、
特
に
必
要
な
も
の

は
9
月
の
補
正
予
算
で
対
応
し
、
第

1
期
エ
リ
ア
内
の
工
事
の
中
で
調
整

で
き
る
も
の
は
翌
年
度
に
繰
り
下
げ

て
対
応
し
、
改
め
て
国
費
要
望
を
行

い
財
源
の
確
保
に
努
め
た
い
。

　（
建
設
経
済
部
長
）

れ
ば
、
駅
舎
建
設
が
区
画
整
理
事
業

を
財
政
面
で
圧
迫
す
る
の
で
は
と
の

懸
念
が
高
ま
る
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
の

事
業
化
の
過
程
で
こ
の
事
態
は
予
見

で
き
な
か
っ
た
の
か
。
財
源
・
事
業

へ
の
影
響
を
伺
う
。

全
国
的
に
み
て
、
社
会
資
本

整
備
交
付
金
に
お
け
る
今
年

度
の
街
路
事
業
分
の
配
分
は
、
特
に

低
い
状
況
と
国
か
ら
の
説
明
を
受
け

て
い
る
。
市
町
村
が
要
望
す
る
交
付

額
は
、
国
か
ら
内
示
を
受
け
る
ま
で
、

幸
手
駅
西
口
整
備
は
、
今
後

5
年
間
は
区
画
整
理
・
自
由

通
路
・
駅
舎
建
設
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と

し
て
事
業
を
進
め
る
と
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
今
年
度
は
国
庫
支
出
金
が

予
定
を
下
回
る
減
額
交
付
と
な
る
こ

と
が
判
明
。
特
に
区
画
整
理
事
業
へ

の
配
分
率
は
33
・
9
％
と
な
り
、
こ

の
ま
ま
で
は
一
般
財
源
か
ら
の
持
ち

出
し
は
必
至
。
国
費
の
動
向
を
考
え

国
費
補
助
ま
さ
か
の
減
額  

事
業
推
進
へ
の
影
響
は

Q

A

分
野
の
専
門
的

な
意
見
を
聞
く

こ
と
の
で
き
る

適
任
者
の
人
選

を
行
っ
て
い
る
。

ま
ず
は
耐
震
と

の
こ
と
で
あ
る
が
、
最
近
で
は
豊
島

区
の
例
の
よ
う
に
、
庁
舎
建
設
に
は

様
々
な
手
法
も
あ
る
よ
う
で
あ
り
、

耐
震
改
修
か
建
替
え
の
ど
ち
ら
が
妥

当
で
あ
る
か
の
方
向
を
、
で
き
る
だ

け
早
期
に
見
極
め
、
更
に
検
討
を
進

め
て
い
き
た
い
。
　
　
　
　（
市
長
）

多
く
の
市
民
の
来
庁
も
あ
り
、
ま
ず

は
耐
震
工
事
を
、
そ
し
て
建
替
は
十

分
に
議
論
を
尽
く
し
て
と
思
う
。
市

長
は
庁
舎
の
耐
震
を
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
、
い
つ
ま
で
に
決
め
よ
う
と

し
て
い
る
の
か
伺
う
。

市
役
所
本
庁
舎
は
、
議
会
や

行
政
の
執
務
を
行
う
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
市
民
交
流
活

動
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
、
防
災
の
拠
点

施
設
に
も
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
現

在
、
実
施
の
手
法
に
つ
い
て
、
建
築

本
庁
舎
は
平
成
23
年
度
の
耐

震
診
断
に
よ
り
、
2
・
3
階

は
倒
壊
の
危
険
性
が
あ
る
と
さ
れ
、

25
年
度
に
改
修
工
事
を
す
る
計
画
で

あ
っ
た
。
25
年
度
に
突
然
建
替
と
な

り
、
26
年
度
に
は
ま
た
耐
震
・
建
替

の
調
査
検
討
と
計
画
が
変
わ
っ
た
。

26
年
3
月
議
会
で
は
、
検
討
会
議
で

26
年
度
末
に
は
方
向
性
を
決
め
た
い

と
。
し
か
し
い
ま
だ
に
何
も
な
い
。

市
役
所
本
庁
舎
の
耐
震
化
は
い
つ
で
き
る
の
か

Q

A

を
予
定
し
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
第

2
保
育
所
の
建
物

は
大
き
く
す
る
も

の
の
、
定
員
は
現

在
と
同
程
度
と
し

た
い
。
た
だ
し
、

低
年
齢
児
の
受
け

入
れ
に
つ
い
て
は

柔
軟
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
検
討

し
、
ま
た
、
一
時
保
育
に
つ
い
て
も

充
実
を
図
っ
て
い
く
。

  

（
健
康
福
祉
部
長
）

手
市
の
対
応
を
伺
う
。

　
ま
た
、
特
に
0
、
1
・
2
才
児
の

受
け
入
れ
人
数
を
多
く
す
る
と
と
も

に
、
一
時
保
育
の
充
実
を
お
願
い
し

た
い
が
、
対
応
を
あ
わ
せ
て
伺
う
。

第
2
保
育
所
は
建
設
か
ら
約

40
年
以
上
経
過
し
、
老
朽
化

が
進
ん
で
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
旧
栄
中
学
校
跡
地
に

平
成
29
年
中
に
移
転
す
る
こ
と
を
目

ざ
し
、
建
物
の
実
施
設
計
を
行
う
。

　
新
た
に
民
間
保
育
園
な
ど
の
整
備

幸
手
市
で
は
、
就
学
前
の
子

ど
も
の
保
護
者
に
対
し
て
保

育
所
の
ニ
ー
ズ
を
調
査
し
、
そ
の
結

果
、
今
後
幸
手
市
で
は
、
保
育
所
に

入
所
で
き
な
い「
待
機
児
童
」が
出
る

予
測
と
な
る
。

　
そ
こ
で
、
老
朽
化
し
た
第
2
保
育

所
を
別
の
場
所
に
建
て
替
え
、
保
育

所
を
大
き
く
し
て
定
員
を
増
や
す
対

応
を
し
た
方
が
良
い
と
思
う
が
、
幸

公
立
保
育
所
の
整
備

Q

A
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会
計
や
成

績
処
理
の

Ｉ
Ｔ
化
に

よ
る
事
務

処
理
の
効

率
化
を
図

っ
て
い
る
。

　
今
後
も
、

ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
の
手
法

で
、
効
率
的
な
学
校
運
営
を
推
進
し
、

子
ど
も
た
ち
と
向
き
合
っ
た
職
務
が

遂
行
で
き
る
よ
う
指
導
し
て
い
く
。

（
教
育
長
）

づ
く
り
が
急
務
。

　
教
員
本
来
の
教
務
専
念
へ
の
推
進
、

考
え
方
、
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
教

員
の
負
担
を
減
ら
し
、
子
ど

も
た
ち
一
人
一
人
に
向
き
合
う
時
間

を
確
保
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
会
議

や
研
修
の
精
選
、
各
調
査
の
方
法
の

検
討
を
実
施
し
て
き
た
。

　
具
体
的
に
は
、
教
職
員
一
人
一
台

の
校
務
用
Ｐ
Ｃ
を
整
備
し
、
電
子
デ

ー
タ
で
の
報
告
に
変
更
し
、
さ
ら
に

現
場
で
は
新
し
い
仕
事
は
増

え
る
も
の
の
、
古
い
仕
事
は

無
く
な
ら
な
い
現
状
で
、
い
じ
め
の

事
前
防
止
や
い
じ
め
に
発
展
す
る
可

能
性
の
あ
る
不
仲
、
子
ど
も
た
ち
の

小
さ
な
心
の
変
化
や
救
い
の
サ
イ
ン

を
見
逃
し
た
り
見
落
と
し
た
り
す
る

事
の
無
い
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
ひ

と
り
ひ
と
り
正
面
か
ら
向
き
合
う
教

員
本
来
の
職
務
に
専
念
で
き
る
環
境

子
ど
も
た
ち
と
向
き
合
う
教
育
本
来
の
教
務
専
念
を

Q

A

い
て
は
、
地
域
公

共
交
通
会
議
の
協

議
を
経
て
設
定
し

て
お
り
、
高
齢
者

や
障
が
い
者
に
つ

い
て
は
利
用
料
の

減
免
を
設
け
て
い

る
。
当
面
は
こ
の

利
用
料
で
運
行
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
⑶
試
行
運
行
期
間
に
市
民
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
今
後
の
参
考

に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
市
民
生
活
部
長
）

に
向
け
、
試
し
期
間
の
半
年
の
間
に
、

料
金
等
を
含
め
広
く
ア
ン
ケ
ー
ト
を

取
り
市
民
の
皆
様
の
声
を
反
映
さ
せ

る
べ
き
と
考
え
る
が
市
の
考
え
を
伺

う
。

⑴
市
内
循
環
バ
ス
の
年
間
平

均
経
費
1
7
4
3
万
3
1
9

0
円
と
デ
マ
ン
ド
交
通
の
予
想
収
支

1
2
9
6
万
8
0
0
円
を
比
較
す
る

と
、
そ
の
差
は
4
4
7
万
2
3
9
0

円
で
あ
る
。

　
⑵
デ
マ
ン
ド
交
通
の
利
用
料
に
つ

⑴
デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
た
場
合
の
収
支
予

測
と
市
内
循
環
バ
ス
の
収
支
を
1
年

の
単
位
で
比
較
し
た
場
合
ど
の
よ
う

に
な
る
か
伺
う
。

　
⑵
年
金
だ
け
で
暮
ら
し
て
い
る
高

齢
者
に
と
っ
て
は
、
料
金
設
定
が
高

い
と
感
じ
る
が
、
見
直
す
考
え
が
あ

る
か
伺
う
。

　
⑶
平
成
28
年
4
月
か
ら
の
本
実
施

デ
マ
ン
ド
交
通
と
循
環
バ
ス
を
比
較
し
て

Q

A

連
絡
調

整
会
議

を
実
施

し
て
き

た
。
今

後
も
研

修
・
指

導
等
を

継
続
し

て
い
く
と
と
も
に
、
職
員
の
増
員
や

基
幹
型
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

設
置
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　  

（
健
康
福
祉
部
長
）

強
化
が
急
務
で
あ
る
。
そ
の
強
化
策

を
伺
う
。地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
の

中
で
も
、
医
療
と
介
護
の
連
携
は
重

点
取
組
事
項
の
ひ
と
つ
と
位
置
付
け

て
お
り
、
今
後
も
医
師
会
等
の
関
係

機
関
と
協
働
し
て
連
携
体
制
の
充
実

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
機
能
強
化
に
つ
い
て
は
、
職
員
の

資
質
向
上
の
た
め
の
研
修
・
指
導
や

平
成
12
年
に
導
入
さ
れ
た
介

護
保
険
制
度
も
超
高
齢
化
社

会
を
迎
え
大
き
な
つ
ま
ず
き
を
抱
え

て
い
る
。
今
年
の
4
月
に
大
改
正
さ

れ
、
介
護
予
防
に
最
重
点
が
置
か
れ

た
。
医
療
と
介
護
の
連
携
に
よ
る
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
示

さ
れ
、
そ
の
実
現
へ
の
市
の
施
策
を

伺
う
。
ま
た
実
現
へ
の
中
核
的
役
割

を
担
う
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能

い
つ
ま
で
も
元
気
に
自
宅
で
暮
ら
せ
る
施
策
は

Q

る
対
応
に
つ
い
て
協
議
を
し
て
い
く

と
と
も
に
、
配
分
額
に
併
せ
て
事
業

の
見
直
し
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　
ま
た
、
東
西
自
由
通
路
お
よ
び
橋

上
駅
舎
事
業
に
つ
い
て
は
協
定
工
事

で
あ
り
短
期
事
業
の
た
め
優
先
的
に

交
付
金
を
配
分
い
た
だ
け
る
よ
う
国
、

県
に
要
望
を
行
う
。

 

（
建
設
経
済
部
長
）

幅
に
不
足
し
て
い
る
。
今
後
、
橋
上

駅
舎
も
区
画
整
理
も
交
付
額
が
不
足

す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
市
の

対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

市
と
し
て
は
重
要
事
業
の
た

め
、
社
会
資
本
整
備
交
付
金

を
満
額
も
ら
え
る
よ
う
努
力
し
て
参

り
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
国
に
よ

り
配
分
額
が
変
わ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
社
会
資
本
整
備
交
付
金

が
計
画
通
り
得
ら
れ
な
い
場
合
の
対

応
と
し
て
は
、
予
算
の
補
正
等
に
よ

当
初
予
算
の
関
連
事
業
費
の

中
に
占
め
る
社
会
資
本
総
合

整
備
費
の
要
求
額
は
、
橋
上
駅
舎
関

連
事
業
1
2
6
1
万
7
千
円
。
駅
西

口
土
地
区
画
整
理
9
4
6
0
万
円
の

合
計
1
億
7
2
1
万
7
千
円
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
実
際
国
か
ら
の
社
会

資
本
整
備
交
付
額
は
両
方
合
わ
せ
て

4
4
7
0
万
円
（
4
月
9
日
発
表
）

で
予
算
要
求
額
の
41
・
7
％
で
、
大

東
西
口
自
由
通
路
、
橋
上
駅
舎
関
連
事
業
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市政に対する一般質問市政に対する一般質問市政に対する一般質問市政に対する一般質問市政に対する一般質問市政に対する一般質問市政に対する一般質問市政に対する一般質問市政に対する一般質問市政に対する一般質問

（12）（13）

会
計
や
成

績
処
理
の

Ｉ
Ｔ
化
に

よ
る
事
務

処
理
の
効

率
化
を
図

っ
て
い
る
。

　
今
後
も
、

ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
の
手
法

で
、
効
率
的
な
学
校
運
営
を
推
進
し
、

子
ど
も
た
ち
と
向
き
合
っ
た
職
務
が

遂
行
で
き
る
よ
う
指
導
し
て
い
く
。

（
教
育
長
）

づ
く
り
が
急
務
。

　
教
員
本
来
の
教
務
専
念
へ
の
推
進
、

考
え
方
、
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
教

員
の
負
担
を
減
ら
し
、
子
ど

も
た
ち
一
人
一
人
に
向
き
合
う
時
間

を
確
保
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
会
議

や
研
修
の
精
選
、
各
調
査
の
方
法
の

検
討
を
実
施
し
て
き
た
。

　
具
体
的
に
は
、
教
職
員
一
人
一
台

の
校
務
用
Ｐ
Ｃ
を
整
備
し
、
電
子
デ

ー
タ
で
の
報
告
に
変
更
し
、
さ
ら
に

現
場
で
は
新
し
い
仕
事
は
増

え
る
も
の
の
、
古
い
仕
事
は

無
く
な
ら
な
い
現
状
で
、
い
じ
め
の

事
前
防
止
や
い
じ
め
に
発
展
す
る
可

能
性
の
あ
る
不
仲
、
子
ど
も
た
ち
の

小
さ
な
心
の
変
化
や
救
い
の
サ
イ
ン

を
見
逃
し
た
り
見
落
と
し
た
り
す
る

事
の
無
い
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
ひ

と
り
ひ
と
り
正
面
か
ら
向
き
合
う
教

員
本
来
の
職
務
に
専
念
で
き
る
環
境

子
ど
も
た
ち
と
向
き
合
う
教
育
本
来
の
教
務
専
念
を

Q

A

い
て
は
、
地
域
公

共
交
通
会
議
の
協

議
を
経
て
設
定
し

て
お
り
、
高
齢
者

や
障
が
い
者
に
つ

い
て
は
利
用
料
の

減
免
を
設
け
て
い

る
。
当
面
は
こ
の

利
用
料
で
運
行
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
⑶
試
行
運
行
期
間
に
市
民
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
今
後
の
参
考

に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
市
民
生
活
部
長
）

に
向
け
、
試
し
期
間
の
半
年
の
間
に
、

料
金
等
を
含
め
広
く
ア
ン
ケ
ー
ト
を

取
り
市
民
の
皆
様
の
声
を
反
映
さ
せ

る
べ
き
と
考
え
る
が
市
の
考
え
を
伺

う
。

⑴
市
内
循
環
バ
ス
の
年
間
平

均
経
費
1
7
4
3
万
3
1
9

0
円
と
デ
マ
ン
ド
交
通
の
予
想
収
支

1
2
9
6
万
8
0
0
円
を
比
較
す
る

と
、
そ
の
差
は
4
4
7
万
2
3
9
0

円
で
あ
る
。

　
⑵
デ
マ
ン
ド
交
通
の
利
用
料
に
つ

⑴
デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
た
場
合
の
収
支
予

測
と
市
内
循
環
バ
ス
の
収
支
を
1
年

の
単
位
で
比
較
し
た
場
合
ど
の
よ
う

に
な
る
か
伺
う
。

　
⑵
年
金
だ
け
で
暮
ら
し
て
い
る
高

齢
者
に
と
っ
て
は
、
料
金
設
定
が
高

い
と
感
じ
る
が
、
見
直
す
考
え
が
あ

る
か
伺
う
。

　
⑶
平
成
28
年
4
月
か
ら
の
本
実
施

デ
マ
ン
ド
交
通
と
循
環
バ
ス
を
比
較
し
て

Q

A

連
絡
調

整
会
議

を
実
施

し
て
き

た
。
今

後
も
研

修
・
指

導
等
を

継
続
し

て
い
く
と
と
も
に
、
職
員
の
増
員
や

基
幹
型
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

設
置
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　  

（
健
康
福
祉
部
長
）

強
化
が
急
務
で
あ
る
。
そ
の
強
化
策

を
伺
う
。地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
の

中
で
も
、
医
療
と
介
護
の
連
携
は
重

点
取
組
事
項
の
ひ
と
つ
と
位
置
付
け

て
お
り
、
今
後
も
医
師
会
等
の
関
係

機
関
と
協
働
し
て
連
携
体
制
の
充
実

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
機
能
強
化
に
つ
い
て
は
、
職
員
の

資
質
向
上
の
た
め
の
研
修
・
指
導
や

平
成
12
年
に
導
入
さ
れ
た
介

護
保
険
制
度
も
超
高
齢
化
社

会
を
迎
え
大
き
な
つ
ま
ず
き
を
抱
え

て
い
る
。
今
年
の
4
月
に
大
改
正
さ

れ
、
介
護
予
防
に
最
重
点
が
置
か
れ

た
。
医
療
と
介
護
の
連
携
に
よ
る
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
示

さ
れ
、
そ
の
実
現
へ
の
市
の
施
策
を

伺
う
。
ま
た
実
現
へ
の
中
核
的
役
割

を
担
う
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能

い
つ
ま
で
も
元
気
に
自
宅
で
暮
ら
せ
る
施
策
は

Q

る
対
応
に
つ
い
て
協
議
を
し
て
い
く

と
と
も
に
、
配
分
額
に
併
せ
て
事
業

の
見
直
し
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　
ま
た
、
東
西
自
由
通
路
お
よ
び
橋

上
駅
舎
事
業
に
つ
い
て
は
協
定
工
事

で
あ
り
短
期
事
業
の
た
め
優
先
的
に

交
付
金
を
配
分
い
た
だ
け
る
よ
う
国
、

県
に
要
望
を
行
う
。

 

（
建
設
経
済
部
長
）

幅
に
不
足
し
て
い
る
。
今
後
、
橋
上

駅
舎
も
区
画
整
理
も
交
付
額
が
不
足

す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
市
の

対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

市
と
し
て
は
重
要
事
業
の
た

め
、
社
会
資
本
整
備
交
付
金

を
満
額
も
ら
え
る
よ
う
努
力
し
て
参

り
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
国
に
よ

り
配
分
額
が
変
わ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
社
会
資
本
整
備
交
付
金

が
計
画
通
り
得
ら
れ
な
い
場
合
の
対

応
と
し
て
は
、
予
算
の
補
正
等
に
よ

当
初
予
算
の
関
連
事
業
費
の

中
に
占
め
る
社
会
資
本
総
合

整
備
費
の
要
求
額
は
、
橋
上
駅
舎
関

連
事
業
1
2
6
1
万
7
千
円
。
駅
西

口
土
地
区
画
整
理
9
4
6
0
万
円
の

合
計
1
億
7
2
1
万
7
千
円
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
実
際
国
か
ら
の
社
会

資
本
整
備
交
付
額
は
両
方
合
わ
せ
て

4
4
7
0
万
円
（
4
月
9
日
発
表
）

で
予
算
要
求
額
の
41
・
7
％
で
、
大

東
西
口
自
由
通
路
、
橋
上
駅
舎
関
連
事
業
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市政に対する一般質問市政に対する一般質問市政に対する一般質問市政に対する一般質問市政に対する一般質問市政に対する一般質問市政に対する一般質問市政に対する一般質問市政に対する一般質問市政に対する一般質問

（14）（15）

市
と
し
て
は
、
信
号
機
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

や
渋
滞
と
な
る
朝
夕
に
お
け
る
信
号

機
の
時
間
調
整
を
警
察
に
要
望
し
た

い
。

　
生
活
道
路
の
安
全
対
策
と
し
て
は
、

路
面
標
示
や
注
意
喚
起
の
看
板
設
置

を
行
っ
て
い
る
。
更
な
る
対
策
と
し

て
、
市
道
1
―
26
号
線
は
大
型
車
交

通
規
制
が
踏
切
ま
で
な
の
で
、
市
道

1
―
5
号
線
交
差
部
ま
で
延
長
要
望

し
た
い
。

（
市
民
生
活
部
長
）

消
に
向
け
て
の
具
体
的
改
善
対
策
を

伺
う
。

　
次
に
、
市
民
の
日
々
の
暮
ら
し
に

不
可
欠
な
生
活
道
路
整
備
に
つ
い
て
、

歩
行
者
・
自
転
車
利
用
者
の
安
全
に

配
慮
し
た
具
体
的
対
策
を
伺
う
。

市
道
1
―
26
号
線
荒
宿
交
差

点
に
お
け
る
交
通
渋
滞
解
消

対
策
に
つ
い
て
は
、
時
差
式
信
号
機

の
導
入
や
右
折
レ
ー
ン
の
設
置
の
意

見
が
あ
っ
た
が
、
施
設
改
良
が
必
要

と
な
り
、
現
状
で
は
大
変
難
し
い
。

市
内
に
は
、
東
西
南
北
主
要

県
道
ま
た
、
国
道
の
交
通
路

が
あ
る
が
、
そ
の
な
か
で
も
慢
性
渋

滞
が
発
生
し
て
い
る
市
道
1
―
26
号

線
（
大
正
新
道
）
荒
宿
交
差
点
の
問

題
は
永
年
未
解
決
で
あ
る
。
近
辺
地

域
市
民
ま
た
商
店
そ
し
て
通
勤
通
学

者
の
安
心
・
安
全
が
脅
か
さ
れ
て
い

る
。

　
市
と
し
て
朝
夕
の
、
交
通
渋
滞
解

市
道
交
差
点
の
交
通
渋
滞
解
消
対
策
は

Q

な
が
ら
、
教
育

委
員
会
と
十
分

に
協
議
・
調
整

を
行
い
、
今
年

度
中
に
策
定
す

る
予
定
で
進
め

て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
教
育
の
政
治
的
中
立
性
に

つ
い
て
は
、
教
育
基
本
法
や
学
校
教

育
法
な
ど
、
国
の
関
連
法
規
に
の
っ

と
り
運
営
し
て
い
く
こ
と
で
、
担
保

さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

（
市
長
・
教
育
長
）

　
ま
た
、
市
長
が
新
た
に
教
育
行
政

に
関
与
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
教
育

の
政
治
的
中
立
性
、
継
続
性
、
安
定

性
は
、
ど
の
よ
う
に
担
保
さ
れ
る
の

か
。

大
綱
は
、
教
育
行
政
を
進
め

る
上
で
最
も
上
位
に
あ
り
、

安
定
性
、
継
続
性
が
大
事
だ
と
考
え

て
い
る
。

　
大
綱
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
市

民
や
議
会
の
合
意
を
得
て
策
定
さ
れ

た
幸
手
市
総
合
振
興
計
画
を
参
酌
し

新
教
育
委
員
会
制
度
が
施
行

さ
れ
、
そ
の
大
き
な
も
の
と

し
て
、
市
長
を
主
宰
者
と
し
総
合
教

育
会
議
が
設
置
さ
れ
た
。

　
役
割
と
し
て
市
長
と
教
育
委
員
会

が
協
議
し
、
教
育
基
本
法
を
参
酌
し

市
の
教
育
の
振
興
に
関
す
る
施
策
の

大
綱
を
策
定
す
る
事
と
な
っ
て
い
る

が
、
本
市
で
は
、
ど
の
よ
う
に
策
定

さ
れ
る
の
か
。

教
育
大
綱
の
策
定
と
政
治
的
中
立
性
の
担
保
は

Q

A A

木村治夫議員武藤寿男議員

る
所
有
者
に
地
先
管
理
を
お
願
い
し

て
い
る
が
、
危
険
性
の
高
い
と
こ
ろ

や
、
緊
急
性
の
あ
る
場
所
か
ら
優
先

的
に
整
備
を
実
施
し
て
い
る
。

　
地
域
の
要
望
に
対
し
て
は
、
公
益

性
、
緊
急
性
な
ど
を
考
慮
し
て
可
能

な
限
り
整
備
を
し
て
い
る
。

　
今
後
に
つ
い
て
も
、
必
要
と
判
断

さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
順
次
整
備
を

し
て
い
き
た
い
。

（
市
長
・
建
設
経
済
部
長
）

調
整
区
域
の
幹
線
道
路
、
水

路
の
整
備
状
況
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
今
後
は

ど
う
管
理
す
る
の
か
伺
う
。

道
路
に
つ
い
て
は
、
路
線
ご

と
に
、
安
全
性
、
利
便
性
、

公
益
性
な
ど
整
備
の
必
要
を
考
慮
の

上
、
整
備
し
て
い
る
。

　
水
路
に
つ
い
て
は
、
水
路
に
面
す

調
整
区
域
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
考
え
方
は

Q

効
活
用
を
目
指
す
べ
き
で
は
な
い
か

伺
う
。

社
会
福
祉
団
体
や
市
内
業
者

育
成
の
観
点
、
ま
た
、
指
定

管
理
者
の
収
益
を
勘
案
す
る
と
、
全

て
の
自
動
販
売
機
に
つ
い
て
公
募
制

へ
の
切
り
替
え
は
難
し
い
も
の
と
思

わ
れ
る
が
、
他
団
体
の
状
況
な
ど
を

検
証
し
つ
つ
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
総
務
部
長
）

貸
し
付
け
る
こ
と
が
で
き
る

市
有
財
産
の
範
囲
が
、
地
方

自
治
法
の
改
正
で
広
が
っ
た
。
そ
こ

で
加
須
市
は
、
公
共
施
設
内
の
自
販

機
の
設
置
業
者
を
公
募
し
、
入
札
で

賃
貸
借
契
約
を
結
ぶ
方
式
に
変
え
た
。

結
果
、
年
間
賃
貸
料
が
4
〜
6
倍
の

収
入
増
と
な
っ
た
。

　
さ
て
、
幸
手
市
も
限
り
あ
る
財
源

の
中
で
、
少
し
で
も
市
有
財
産
の
有

市
庁
舎
自
販
機
で
市
財
産
の
有
効
活
用
は

Q

A

A
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